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「ＬＩＰ編集局」 

https://love-dugong.net/lip/  

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL 070-5653-6913(18 時以降) 

ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 

情報を掲載する地域密着型情報紙です。 

２０２２年２月号 

├言いたい放題！アッキー28号（52） 城下町での思い出 

├ １１年目の福島浜通り報告 

原発事故被災地に行ってきました(1) 

├ 今年もチャレンジします！ ハイブリッドミュージカル 

├ うたかた話 21 今昔物語(10) 

├ 今月の五行歌 

├ なんちゃって農業女子(笑) 11 

├手作り竪穴住居で聖夜のイルミネーション 

├ わたしの闘病日記「身体中で一番新しい関節に感謝」(7) 

├ イベント紹介 ├ 編集局より／会計報告 
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大野駅前の商店街で放射線量を測った。自

由に通行できる状態になったが、今も１μ

Ｓｖ／ｈ以上を示した。通常の２０倍以上

の放射線量 

（２０２１年１２月撮影） 

３ページ「１１年目の福島浜通り報告」 



（言いたい放題！ アッキー28 号）   ＬＩＰ ２０２２／０２ 

〈２〉 

 
休
日
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
た
テ
レ
ビ
か
ら
、
聞

い
た
こ
と
の
あ
る
地
名
が
聞
え
て
き
た
。
目
を
向
け
る

と
、
九
州
の
城
下
町
の
観
光
案
内
だ
っ
た
。
江
戸
時
代

の
町
割
り
が
今
も
残
る
情
緒
あ
ふ
れ
る
と
こ
ろ
と
紹

介
す
る
キ
ャ
ス
タ
ー
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
昔
そ
こ
を

訪
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
 

 
も
う

40年
近
く
前
の
こ
と
だ
。
当
時
私
の
生
家
で

は
弟
が
登
校
拒
否
、
家
庭
内
暴
力
の
末
、
引
き
こ
も
っ

て
い
た
。
私
自
身
大
学
卒
業
後
就
職
も
せ
ず
、
習
い
事

を
し
た
り
資
格
試
験
の
勉
強
を
し
て
い
た
。
し
か
し
こ

の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
、
弟
の
暴
力
の
支
配
す
る
家

か
ら
出
て
自
立
す
る
こ
と
を
決
意
。
親
の
全
面
的
な
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
「
家
出
」
し
た
。
先
に
家
を
追
い

出
さ
れ
る
形
で
近
く
に
部
屋
を
借
り
て
い
た
父
の
も

と
に
身
を
寄
せ
る
と
、
怒
り
狂
っ
た
弟
が
押
し
か
け
て

き
て
、
「
こ
こ
に
お
る
ん
か
！
 
出
て
こ
い
～
！
！
」

怒
鳴
る
声
を
押
し
入
れ
の
奥
で
震
え
な
が
ら
聞
い
た
。
 

 
ほ
と
ぼ
り
の
冷
め
る
ま
で
と
、
父
の
故
郷
の
伯
母
宅

に
二
カ
月
ほ
ど
お
世
話
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
自
動
車
学

校
に
通
い
、
運
転
免
許
を
取
っ
た
。
 

 
そ
れ
ま
で
行
け
な
か
っ
た
旅
に
も
出
た
。
夏
だ
っ
た

が
、
南
国
の
イ
メ
ー
ジ
を
求
め
て
一
週
間
の
予
定
で
大

阪
か
ら
南
下
。
ち
ょ
う
ど
国
鉄
が
民
営
化
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ

が
誕
生
し
た
頃
だ
っ
た
。
宮
崎
に
宿
を
取
り
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
見
て
心
惹
か
れ
て
降
り
た
城
下
町
の
駅
に
、

私
の
他
に
降
り
た
乗
客
は
２
人
だ
け
。
昼
前
だ
っ
た
の

で
駅
前
に
あ
る
食
堂
に
入
る
と
、
そ
の
人
た
ち
も
店
に

入
っ
て
き
た
。
見
た
と
こ
ろ

70代
後
半
の
ご
夫
婦
だ
。
 

 
「
お
や
、
珍
し
い
。
あ
な
た
、
観
光
で
す
か
？
」
先

に
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
、
眼
鏡
を
か
け
て
帽
子
を

か
ぶ
っ
た
ご
婦
人
の
方
。
「
は
い
、
大
阪
か
ら
来
た
ん

で
す
よ
」「

ほ
お
、
そ
う
で
す
か
」
。
注
文
し
た
う
ど
ん

を
一
緒
に
食
べ
な
が
ら
、
な
ん
と
な
く
自
己
紹
介
し
て

話
し
始
め
た
。
 

 
「
僕
ら
は
こ
れ
か

ら
こ
の
町
の
家
に
帰

る
と
こ
ろ
な
ん
だ
け

ど
。
せ
っ
か
く
で
す

か
ら
、
車
で
町
を
ご

案
内
し
ま
し
ょ
う
。

い
い
と
こ
ろ
な
ん
で

す
よ
～
」
「
え
、
い
い
ん
で
す
か
？
」
 

 
ご
夫
婦
と
一
緒
に
タ
ク
シ
ー
で
町
内
を
巡
る
こ
と

に
な
っ
た
。
車
を
降
り
る
と
手
を
つ
な
い
で
先
を
歩

き
案
内
し
て
く
れ
る
お
二
人
に
、「

仲
の
良
い
ご
夫
婦

な
の
で
す
ね
」
と
言
う
と
、「

僕
ら
ね
、
本
当
は
夫
婦

じ
ゃ
な
い
の
」
と
、
ご
婦
人
と
同
じ
く
白
髪
に
帽
子
、

眼
鏡
を
か
け
た
老
紳
士
は
に
こ
や
か
に
笑
っ
て
言
っ

た
。
 

 
「
二
人
共
つ
れ
あ
い
を
亡
く
し
て
て
ね
。
出
会
っ

た
の
。
と
て
も
仲
が
良
い
ん
だ
よ
。
で
も
、
遺
産
相

続
の
こ
と
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
賛
成
し
て
く
れ

な
い
か
ら
、
一
緒
に
住
ん
で
る
け
ど
、
籍
は
入
れ
て

な
い
ん
だ
」
「
そ
う
な
ん
で
す
か
」
 

 
土
地
の
案
内
を
し
な
が
ら
自
分
た
ち
の
こ
と
も
話

し
て
く
れ
る
、
お
し
ゃ
べ
り
が
上
手
な
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
、
に
こ
や
か
に
黙
っ
て
そ
れ
を
聞
い
て
い
る
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
。「

僕
は
、
時
代
劇
の
、
あ
の
主
人
公
と

同
じ
名
前
。
新
さ
ん
っ
て
呼
ん
で
ね
」「
新
さ
ん
で
す

か
！
」「

こ
の
人
、
威
厳
が
あ
る
で
し
ょ
。
学
校
の
先

生
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
私
の
方
が
ち
ょ
っ
と
年
下
。
で

も
す
て
き
な
女
性
で
惚
れ
ち
ゃ
っ
た
。
こ
の
人
の
お

う
ち
に
は
ね
、
立
派
な
門
か
つ
ぎ
の
松
が
あ
る
ん
だ
」

「
す
ご
い
で
す
ね
～
」
 

 
よ
く
晴
れ
た
夏
の
日
だ
っ
た
が
、
爽
や
か
な
風
で

暑
さ
は
感
じ
な
か
っ
た
。
一
回
り
町
を
案
内
し
て
も

ら
い
、
タ
ク
シ
ー
で
駅
ま
で
戻
る
と
お
礼
を
言
っ
て
、

二
人
と
別
れ
た
。
 

 
旅
の
楽
し
さ
は
、
美
し
い
景
色
や
珍
し
い
料
理
ば
か

り
で
な
く
、
そ
こ
で
出
会
う
人
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
も

大
き
い
だ
ろ
う
。
そ
の
後
も
私
は
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に

泊
ま
り
、
出
会
う
人
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
、
大

阪
に
戻
っ
た
。
住
所
と
電
話
番
号
を
交
換
し
た
お
二
人

に
は
礼
状
を
書
い
た
。
 

 
数
カ
月
た
ち
、
就
職
に
向
け
て
準
備
を
始
め
た
私
の

も
と
に
老
紳
士
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。「

本
当
に
す
ま
な

い
の
だ
が
、
５
万
円
ほ
ど
貸
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
」
。

そ
ん
な
こ
と
を
言
え
る
義
理
じ
ゃ
な
い
ん
だ
が
と
、
受

話
器
の
向
こ
う
か
ら
聞
こ
え
る
声
の
主
の
姿
を
思
い
は

か
り
な
が
ら
、「
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
私
に
は
無
理
で

す
」
と
お
断
り
し
た
。
一
体
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
電
話
を
切
っ
た
後
、
想
像
し
て
悲
し
く
な

っ
た
。
 

 
そ
ん
な
思
い
出
の
あ
る
町
の
様
子
を
、
テ
レ
ビ
は
映

し
出
す
。
ス
イ
ー
ツ
や
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
を
案
内
す
る

地
元
観
光
協
会
の
お
嬢
さ
ん
。
も
し
か
し
た
ら
お
二
人

の
ど
ち
ら
か
に
縁
の
あ
る
方
か
も
、
と
ふ
と
思
う
。
お

二
人
は
最
期
の
時
を
一
緒
に
過
ご
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
う
遠
い
過
去
だ
か
ら
安
心
し
て
思
い
出
せ
る
。
 

 
互
い
に
思
い
や
り
と
愛
情
を
持
ち
続
け
る
た
め
に
は
、

何
か
一
つ
欠
け
た
も
の
が
あ
る
ほ
う
が
い
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
思
い
な
が
ら
、
格
子
に
角
灯
籠
、
番
傘

を
飾
っ
た
商
家
の
町
並
み
を
見
て
い
た
。
 

（
著

者
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
）
 

パ
ー

ト
勤

務
の

主
婦

。

自
閉

症
を

持
つ

成
人

し
た

息
子

が
い

ま
す

。
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言いたい放題！ アッキー28 号（52）   城下町での思い出 



（11 年目の福島浜通り報告）      ＬＩＰ ２０２２／０２ 

〈３〉 

 みなさんは、福島第１原子力発電所の爆発事

故のことを、知っていますか。あれから１１年、

あの原発事故で被災した人たちが今どのように

生活しているか知っていますか。放射能の影響

はなくなり、もう普通の生活をしていると思っ

ていませんか。 

 私は、２０１３年夏、先輩教員から「福島に

ボランティアに行かないか」と誘われ、以後毎

年夏と冬の訪問を基本に、福島県の浜通り（太

平洋岸の地域＝津波と放射能汚染の被害が大き

い地域）に継続して行っています。はじめの福

島で、被災地の方の「ここで見た事実を、正し

く大阪で伝えてください」のことばが心に残り、

これだけはやっていこうと思い、被災地の様子

を写真に撮り続け、自分なりに伝える活動を続

けています。 

 最初に福島に行った時から、活動の中心は人

との交流でした。９年間つながり続けている方

も多いです。コロナ禍により会えなかったみな

さんと、今回の訪問で久しぶりに再開し、お元

気そうな顔を見ることができてほっとしました。 

 今回お会いした方との交流の中で、汚染水の

放出問題や、除染で出た汚染土の処理の問題な

どの現状についての話にもなりました。「山の中

は除染されない、だから山菜やキノコは今も高

い汚染の状態にある」「どんどん除染が進められ

『還りたい人がいる』と避難指示が解除される

けど、正直ここは人が住んでいい場所とは思え

ない」「正直言って、除染など何もしないでほっ

といてほしいと思っている。時間が経つしか放

射能はなくならないから」という正直な思いを

話してくださいました。また「帰還してると言

っても、その多くが高齢者で、若者はほとんど

いない。事故前とは人の様子がまったく変わっ

てしまった」とも話されました。 

 何よりも心に残ったのが、「家族や地域の仲間

と助け合って、山の中の自然の恵みをいただき

ながら暮らしていた生活が奪われてしまい、そ

れは除染して故郷に帰ってももう元には戻るこ

とはないことが何よりも問題で悔しい」という

お話でした。原発が事故をしたことで、そこに

住む人々から何を奪ったのか。避難した人、避

難しなかった人、還ってきた人の誰もが「安心

して、今まで通り、当たり前な生活を営む」と

いうことが奪われたということ、それがどれほ

ど人の心を傷つけたかということをしっかり見

て知って、それを伝えていかなければならない

と改めて思いました。 

 今回も、交流の他に、被災地の各地に行き、

現状を見てきました。そこで見た姿は、みなさ

んが話されたことを裏付けるものでした。（次回

に続く） 

（２０２１年に福島県で撮った写真の写真展を

大阪市内で開催します。是非見に来てください） 

文／写真 ⽊村英⽣（⼤阪市⽴中学校教員） 

１１年目の福島浜通り報告 〜原発事故被災地に⾏ってきました〜（１）

久しぶりに浜通りのみなさんにお会いできました 

双葉町立双葉北小学校 体育館の入口 

帰還困難区域で今も避難状態の地域の小学校。事故発

生時に卒業式の準備がされたまま残された体育館 

写真展と、被災地の現状報告会を行います。 
 
●写真展● 
タイトル ： 私が見てきた「被災地」福島Ⅳ 〜
被災の現実に向き合うために〜 
 日程  ： ２０２２年２⽉２７⽇〜３⽉２７⽇
（予定） 
 時間  ： ９：３０〜２０：００（平⽇） 
       ９：３０〜１７：００（⽇・祝） 
 場所  ： アネックスパル法円坂（ＪＲ森ノ宮
駅下車徒歩７分） 
●報告会● 
タイトル ： 「原発事故の被害は風評被害ではな
い 〜被災の真実に向き合うために〜」 
 日時  ：  ２０２２年３月１３日（日）１４：
００〜 （予定） 
 場所  ：  アネックスパル法円坂 
 
日程等が変更される場合があります。アネックスパ
ル法円坂のホームページでご確認ください。 



（セミ君の７DAYS 物語）       ＬＩＰ ２０２２／０２ 

〈４〉 

 とれぶりんかでは昨年 1 月～3 月にオンライ

ンでみんなでつくる朗読劇 2020 の開催を皮切

りに、2019 年から一時活動を休止していた子ど

も劇団が復活し、大阪・東京の 2 拠点で公演を

しています！ 

 

 今回は活動再開した、とれぶりんかの子ども

劇団の活動の中から、今年 3 月に公演を予定し

ている初めてのミュージカルについてご紹介し

たいと思います。 

 

2022 年 3 月 6 日公演 
1/16〜レッスンが始まったハイブリッド
ミュージカル『セミ君の７DAYS 物語』 
 

 昨年の朗読劇からグレードアップ(？)して、

今年はリアル×オンラインで参加者を募り、ホ

ールを借りて公演をするハイブリッドミュージ

カルにチャレンジしています！ 

 とれぶりんかでは、2021 年 11 月に行われた

ひらかた社協ふくしフェスティバルのように音

楽ライブや演劇を会場とオンラインで同時配信

するなど、市民団体らしからぬ先進的な取り組

みをしてきました。今回はミュージカルという

こともあり 3 月に予定している公演では、今ま

でのような同時配信はできないのですが、ホー

ルではオンライン組が担当したパートを事前に

撮影し、編集したものを会場で流しながら、リ

アル組の歌や踊りが進行していくスタイルで公

演を予定しています。 

 オンラインの特性上、複数の演者が同時に話

す、歌うといったことは聞き苦しくなったり、

タイムラグが不自然になってしまうのでできま

せん。そういったことを踏まえて、事前に録画、

録音したものを編集して仕上げてから会場で流

すのですが、どれも初めてやることばかりで、

現場は毎日チャレンジを繰り返しています！ 

 技術面とミュージカルの演出、演者との調整

などなど、問題も課題も山積み！作品に仕上げ

るまでの長い道のりをチームみんなで「大変だ

ー、どうしよー!？」なんていいながら産みの苦

しみを味わいつつ取り組んでいます。 

 すったもんだで文化祭のようなテンションで

進めている私たちですが、関わっている人はそ

の道のプロばかり。原作はバルタン X（とれぶ

りんか代表：中川先生）から借りたものを使用

し（もちろん中川先生もその道のプロです！）、

脚本家の手にかかりミュージカル用に変更し、

演出、振付も現役の劇団員が務め、作品に合わ

せた挿入曲を何曲かつくり、映像や音響もプロ

の方が担当しています。 

 表現活動を生業としている私たちだからこそ、

作品のクオリティにも拘る！並々ならぬ決心で

今回のミュージカルをゼロから制作しています。 

 さて、これだけの人が関わり制作しているミ

ュージカル。原資はどこにあると思いますか？

今回のミュージカルも子どもたちが実際に関わ

る部分については子どもゆめ基金の助成金が使

われています。しかし、助成金が使えるのはレ

ッスン代や会場費といった活動をするのにあた

り必要な経費まで。プログラム制作に必要な費

用については助成金は使えないのです。 

 ということで、作曲や編曲、技術面でどうや

ったら今回の取り組みが成功させられるかとい

った打ち合わせや現場での確認といった人件費

や制作費はスタッフ個人の持ち出しとなってい

ます。 

 私たちがチャレンジしたい！と勝手に始めた

ことではありますが、大人たちが必死になって

新しいものを生み出そうと頑張る姿を、子ども

たちに見せることで何か感じ取ってほしい。ま

た、演劇活動を通して自己表現を学んでほしい。

そんな思いで取り組んでいます。 

 今回のミュージカルは公演後にオンラインで

も配信しますので、私たちの活動に興味を持っ

てくださった方は、クラウドファンディングペ

ージからオンライン配信チケットを購入してく

ださい！ ほかにも多彩なリターンをご用意し

ています。とれぶりんかの新しい取り組みを是

非応援してください。また、どんな形でもいい

ので一緒に活動してみませんか？ ご支援、応

援よろしくお願いいたします！ 

クラウドファンディング 
挑戦中❢ 

特典付きのチケットは 

リターンからどうぞ！ 

今年もチャレンジします！ 「みんなでつくる学校とれぶりんか」の 

ハイブリッドミュージカル 

https://camp-fire.jp/projects/view/493661 



（うたかた話）            ＬＩＰ ２０２２／０２ 

〈５〉 

 前回の終わりに次回は〝鬼子母神〟について

書いてみたいと書きました。今回は今昔物語を

離れて以前に調べた阪急の北側について書いて

見たいと思います。 

 皆さん鬼子母神と簡単にプリントしています

が、気がついていますでしょうか？ 

 鬼子母神の〝鬼〟の字には本来、一画目の「角」

が有りません。此は鬼子母神の角が折れた事を

表しています。この事を知っている方は少ない

と思います。しかし「角」の無い「鬼」字が有

りませんのでここでは普通の「鬼」を遣います。 

 そもそも鬼子母神は法

華経に書かれている神で、

初めは多くの子供を殺し

ては食べて自分の栄養に

していました。それを見

かねたお釈迦さんは鬼子

母神自身の最後の子供を隠されました。半狂乱

になった鬼子母神に対しお釈迦さんは『多くの

子供が有っても一人の子供が居らなくなっただ

けでこの様になる。それではその大事な子供を

食べられた親はどうすれば良いのか？」と言わ

れました。 

 それで初めて気がついた鬼子母神は心を入れ

替え多くの親と子を護る神と成りました。此が

鬼子母神のいわれです。 

 この鬼子母神を祀るお寺は東京に多く、大阪

には有りません。最も有名なのは「恐れ入谷の

鬼子母神」で有名な東京都台東区入谷の真源寺

に有る鬼子母神ですが、その他でも日蓮宗のお

寺では鬼子母神が多く祀られています。 

 大阪にも一つだけ鬼子母神を祀るお堂が有り

ました。それは柴田町を北に行った所で、元の

『飛天』の有った所を中津の方に少し行った所

にそのお堂はありました。私は記憶を頼りにそ

の辺りを歩きましたがその様なものは影も形も

ありませんでした。 

 阪急の横からこの通りには電車が走っていま

した。その電車を我々は「手ぬぐい電車」と云

っていました。と云いますのは阪急と中津の間

を二台で行ったり来たりしていましたのでので

その名が有りました。当時は天六と野田阪神の

間の国道二号線を路面電車が走っていました。

此を『国道電車』と言っていた記憶があります。 

 そこで私はその近くの源光寺に行き、其処の

ご内儀と話しましたが、鬼子母神は高槻の摂津

峡の近くの『鬼子母神慶住院』という所に移転

したそうです。源光寺はこの辺りとしては由緒

あるお寺で、行基が天平十九年(747)に開山し、

法然上人が復興されたお寺でその境内には『源

光寺道』と書かれた石碑もありました。 

 ここにあった時の鬼子母神は「鬼子母神の祠

が一つある」様な小さなお宮さんでしたが、そ

のお社の周りがお百度参りの道になっており、

お袋は良く其処を竹の割ったのを持ってお百度

参りをしていました。私は母に手を引かれて、

お堂の周りを回っていた

のを覚えて居ります。其処

はそんなに人が通る所で

は有りませんので大概は

お袋と二人でお百度を回

っていましたが、それでも

たまには仲間が居り、皆竹の割ったのを持って

お堂の周りを回っていたのを覚えて居ります。 

 此が大阪で唯一の〝鬼子母神〟の姿です。今

は其処には無く、遠く高槻にその姿を移して居

ます。 

 ちなみに阪急の横から中津までを書いてみま

すと、阪急の横には北野劇場、梅田劇場があり、

それをＪＲの高架を超えて北に行きますと、今

では４チャンネルのテレビ局になっていますが

当時は百又のビルが有り、昭和の初めには九階

の建物がありました。そして綱敷天神社の御旅

は細長いお参りできる様になったお社で、ちょ

っとした子供の遊び場でした。今では御旅が階

段の上になりほんの一区画を形成しているに過

ぎません。 

 その向かい側は阪急のビルディングで紀伊國

屋の本屋があり道路を隔てて古本屋が並んでい

ます。此れ等の古本屋は昔は日本橋にあったも

ので今では電気屋町になっていますが昔は大概

の本はこの日本橋の古本屋街に行けば見つかり

ました。此処も 3 月 13日の大阪大空襲で総て灰

燼に帰してしまいました。大阪の大空襲は又の

機会にしたいと思います。 

 今回は以前に調べた阪急近辺の大阪について

書きましたが次回は又考えます。今回も PC の

WIKIPEDIA のお世話に成りました事を付け加え

ておきます。おしまい。 

      ├ 小田川徳男  



（五行歌／農業女子）         ＬＩＰ ２０２２／０２ 

〈６〉 
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 みなさんこんにちは、へそくんです。 

 さて、2022 年 2 回目のおはなしは……（笑） 

いつも締め切りギリギリまでネタが浮かばなく

て編集部のみなさんスイマセン。 

 スイマセンといえば……水仙。前回の号で、

2022 年の私の一文字は「花」にする、言いまし

た。そして、お正月の切り花として玄関に飾っ

ていた水仙の花が、一か月経とうとしている 1

月末現在、まだまだきれいに咲

いています。花瓶の水も腐るこ

となくきれいです。 

 『畑でおいしい水をつくる』

という本を書かれた、橋本力男

氏の教えを受けたのが 2020 年。

コンポスト学校という「堆肥の

勉強会」に橋本氏の堆肥・育土

研究所のある三重県白山町まで、

二週間に一度通い、講義・実習

を繰り返して一年間学ばせて頂

き、わかったことは、「野菜作り

は土作り、その土を造るのは土

壌微生物。その微生物が安心し

て生息できるよう、おいしい空

気とおいしい水をつくる」って

こと。微生物が住めないような

土で作った野菜が本当においし

いのかどうか？ 

 野菜の重量の 80％〜95％は水分ですから、畑

の水が汚ければおいしい野菜は育たない、なの

で、私も有機農業にトライしてきました。 

 橋本氏は、オーガニックフラワーも手掛けて

おられ、氏曰く「有機の花は水が腐らない」と

のこと。私も、この 2 年間化学肥料や除草剤や

殺虫剤を一切使わず、野菜もお花も育てた結果、

花瓶の⽔が⻑持ちする⽔仙を育

てることができている、と言う

訳です。 

 そして……うちの畑の野菜は

「萎れる」けれど「腐らない」

です。しわくちゃにはなる。 

 そうは言ってもこの一月は、

畑にほとんど行ってなくて、収

穫できる野菜も殆ど無いですし、

何と言っても「寒い」から……

（笑） 

 しかし、この寒い中、晩秋に

種まきしたエンドウやそら豆が

震えながら芽を出している姿は、

とても健気ですね。春に向けて、

作付け計画や苗を育てたりボチ

ボチスタートです。 

（文・写真 へそくん） 
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（聖夜のイルミネーション／イベント情報） ＬＩＰ ２０２２／０２ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 高槻市のJR・高槻駅、阪急・高槻市駅から歩いて各々

10分、14分の距離にある、安満（あま）遺跡公園には弥

生時代の貴重な遺跡が眠っています。京大農場の移転に

伴い、その跡地を含めた一帯が防災機能を備えた緑豊か

な公園として整備され、2019年３月一部開園し、2021年

３月末には全面開園しました。 

 この公園で活動している市民グループが「安満人倶楽

部（あまんどクラブ）」です。2014年「安満遺跡公園市民

活動プロジェクト」として発足し、現在会員数は約 100

名強。歴史、防災、自然など８つのグループに分かれて

様々 な活動を行っています。 

 2021年冬には「竪穴住居グループ」が手作りでつくっ

た竪穴住居にクリスマスに合わせて12月23日～25日電

飾イルミネーションを飾りました。３日間に会場を訪れ

た人たちは約100 名余り。晴れた夜空にきらめく電球を

眺めて、来場者は口々 に「きれい！ 美しい！」と連呼。

「住居の中に入れてよかった」、「３日間で点灯終了とは

残念。もっと延長できないの？」という声もありました。

「今回は試行活動として事前ＰＲも抑えて実施しました

が、来場者からは『来年もぜひ』とのご希望をたくさん

いただきました」「これからも季節に合わせた活動を行っ

ていきたいですね」と安満人倶楽部会員の皆さん。同歴

史グループでは、事前申し込みで公園内歴史ガイドをし

ています。「お１人でもグループでもどうぞ」とのこと。 

 公園内の施設では、子ども向けのイベントや歴史謎解

きゲームなど楽しい企画が盛りだくさん（＊）。約2500年

前の環濠集落跡に新しく生まれた公園で、みんなの夢が

おおきくふくらんでいきます。 

写真：安満人倶楽部（あまんどくらぶ）会員 

まとめ：LIP編集局 豊髙明枝 

☆安満遺跡公園： 

https://www.seibu-la.co.jp/park/ama-sitepark/ 

☆安満人倶楽部： 

https://amando-club.jimdofree.com/ 

＊緊急事態宣言により中止になるイベントもあるので、

最新の情報をご確認くださいとのこと。 

【 枚方自閉症児（者）親の会 】 

お母さん、一人で悩んでいませんか？ 障害があってもなくても、

みんなと一緒に成長していきましょう。 
おじいちゃん、おばあちゃんも歓迎です。 

◆ 日時：２月１４日（月）10時～12時 

◆ 場所：ラポールひらかた ４階共用ルーム 
※連絡先  松崎 072-845-3014  さんなみ 072-868-9929 

● 新型コロナウイルス感染防止のために、催しが中止・延期になる可能性があります。主催者にお問い合わせください。● 

弥生時代のクリスマス！？ 

手作り竪穴住居で聖夜のイルミネーション 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 199 号 今号の発行部数 900 部］ 

次号（３月号）は、２月２７日（日）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙、Ｐ７：平井由恵 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

24,089 前号から繰り越し 

▼504 郵送代 

▼500 ロッカー代 

▼3,900 １２月号印刷代 

19,185 計（次号へ繰り越し） 

応援よろしくお願いします♪ 

 いよいよ退院に向けて最終段階になり、病院周り

の道を実際に OT（作業療法士）さんと歩く訓練が始

まりました。 

 担当者が決まっているので、この頃になると話も

弾むし、脚は楽になってきているので外に出るのが

楽しみでした。手術から 28 日目、リハビリ中心の

病院に転院して 7 日目で僅か 20 分ほど田んぼ周り

を歩き、久しぶりにシャバの空気を肺いっぱい取り

入れました。 

 季節は 8 月盆過ぎ、本来なら外の暑さで外出する

気が起こらないけど、汗ばむのも心地よく感じられ

ました。しかしスロープを降るのは細心の注意を払

わないと怖いです。少しの傾斜が怖いなんて思いも

しませんでしたが、バランスを崩しそうになるので

す。室内でのリハビリは、階段の交互歩きですが手

術した脚に力が入らず、筋力が弱くなっているのを

実感しました。 

 さらに訓練用の 5 段～6 段階段でなく、病院内の

階段での昇降訓練が始まり、この訓練はきつかった

です。訓練用は 1 段の高さが約 12～16 ㎝位だが、

実際の階段は約 20 ㎝あるので予想以上に大変でし

た。特に下りが痛かったです。左足を先に降ろすた

めには、一瞬右脚（手術した脚）のみに全体重がか

かり、股関節と膝が曲がりながら体重移動をするの

ですね。その中途半端な姿勢が痛みを伴い辛いので

す。以前便座に座るのが辛いと話しましたが、便座

では両足で全体重を支えていますが、階段は片脚で

支えることになるので、さらに辛い。もちろん手す

りに頼り、杖も持ちながらですが、それでも痛くて

辛いのです。 

 自主トレで階段昇降しますが、登りは良いよい、

下りは怖い！ 筋肉痛になりながらも、時間を見つ

けては階段を上り下りしました。 

 初めての外歩きから 1 週間、歩く距離が伸びてき

て、緩やかな坂道に挑戦。登りは楽なのですが、下

りが大変です。山登りでも下りの方で脚が辛くなり

ますが、それだけ足が踏ん張ってくれているのです

ね。本当に自分の身体に感謝です。 

 登れば次は下らないと戻れない、踏ん張って踏ん

張って……下って病院に戻りました。 

 7月末に手術し本来なら9月末に杖なしでも歩け

るようになってから退院するのですが、私は仕事の

都合でどうしても 9 月 1 週目には退院しないとな

りません。退院に向けて正座・正座から立位・実際

の道路を歩いて駅まで行きエスカレーターに乗っ

たり、より実践的なリハビリが始まりました。 

 そして晴れて手術後 44 日で退院となりました。

後は自宅でのリハビリに励むことになります。 

求人～女性パートスタッフ募集 
ӏ 舓甦气嵛佻䴈〉٬祔ⷃם◜ⳡ٬ꃻꁸ 
Ώ 140022֐00⚪䤣 60 ⮔ 

免ꪨ♧┪٬ꅸ傽♧┪ך潸鞻מ䗎׌ױ׋ն 
免簊 1450 ⫑ 

ΐ 㝅⳴ 1500֐肚劸 900⚪䤣 240 ⮔ 
┪阾免ꪨ⫐ך潸鞻מ䗎׌ױ׋ն劓מ㎇♧┪ն 
免簊 1100 ⫑+㝅⳴䩘䓜 4000 ⫑ 

˟霄箖؅ׇة٭ًّ٭ٌע镣ַׂ׈דն 
ӻ ☒ꮄ卶偙⪪㏡뉭䕉婧 10 ⮔卶偙䉖┪▆永 
ӻ ゼ⻉طتع٭٘ب  ׎  ؕ ׀זײ  ֶ

TEL 090-9167-7187 
HP https://tayuragi.com/ 

わたしの闘病日記 

「身体中で一番新しい関節に感謝」(7) 

■2022年１月、枚方市村野本町にある浄土宗光明
寺の三つの掲示板には、ご住職の羽田雅法さんの
寅の絵とのコラボで 
『ＬＩＰ』１０月号に紹 
介された五行歌集『コケ 
コッコーの妻』からの五 
行歌３首が掲示されてい 
ます。 
１月半ばから境内に水仙 
がたくさん咲いて、外か 
らでも美しく眺められま 
す。ぜひ見に来てくださ 
いね～！     (A) 


